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三鷹市立第二中学校 （数 学）科 授業改善推進プラン（分析）

東京都教育委員会「児童・生徒の学力向上を図るための調査結果」
三鷹市教育委員会の学習定着度調査の分析

１ 東京都教育委員会の実施した「児童・生徒の学力向上を図るための調査結果」の分析

内容別結果の分析 観点別結果の分析 内容・観点のクロス分析

各内容では、都の平均正答率を上 各観点では、都の平均正答率を上 「数と式」では、「関心・意欲・
回っているものの、「数と式」で 回っている。特に、「見方・考え 態度」を除く観点で三鷹市の平均
は、三鷹市の平均正答率を下回っ 方」・「知識・理解」では都の平 正答率を下回っている問題が多い
ている。 均正答率を大きく上回っているも が、「図形」・「数量関係」では

のの、「見方・考え方」・「表現 各観点で都及び三鷹市の平均正答
・処理」では、三鷹市の平均正答 率を上回っている。
率を下回っている。

観点別平均正答率

９４．７％関心・意欲・態度

５４．０％見方・考え方

７６．３％表現・処理

７３．１％知識・理解

２ 三鷹市教育委員会の学習定着度調査の分析

データからみた特徴 分 析 内 容

全 全体の正答率は、期待正答率より７．２ポイン 全体正答率・内容別正答率（各問題）・観点別
体 ト、三鷹市の正答率より０．４ポイント上回っ 正答率ともに期待正答率を全て上回っており、
正 ている。 数学の学習では生徒への定着が図られていると
答 判断できる。
率

内 全ての内容で、期待正答率を上回っているが、
容 「面積と体積」・「単位量当たりの大きさと速
別 さ」・「三角形と四角形」・「比と比例」では
正 三鷹市の正答率をわずかに下回っている。
答
率

観 ４観点の正答率は、期待正答率を上回っている
点 が、「関心・意欲・態度」・「知識・理解」の
別 正答率は、三鷹市の正答率を下回っている。
正
答
率

達 期 期待正答率に達しない生徒が２３．６％で、正 約８割強の「満足＋概ね満足」の生徒が全体の
し 待 答率５０％以下の生徒も１０名いる。 正答率を持ち上げているが、約２割弱の「努力
な 正 を要する」の生徒への個別指導や補充的な学習
い 答 の充実が必要である。
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３ 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策及び補充指導等の計画

指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展指導計画

○「見方・考え方」の力が十 ○授業において、教科書に載っていな ○数学部会において、授業で取
第 分に身に付いていない。 い多様な練習問題を取り上げ、数理 り上げる問題の検討を行い、

的に十分な考察を行う時間を設定し 精選する。
１ ○一部の生徒ではあるが、基 ていく。

礎的な計算力が低い。
学 ○サポート隊との事前の打ち合わせを ○定期テスト前の補充教室、サ

実施し、授業のねらいを共有すると マースクールの指導体制を工
年 ともに、個別指導の場面における指 夫し、基礎的・基本的な事項

導方法を工夫する。 の定着を図る。

○コース別授業やサポート隊 ○少人数指導の効果的方法、サポート ○選択授業での補充学習、発展
第 の導入の成果が徐々に現れ 隊の十分な活用の工夫に取り組み、 学習の学習内容及び指導方法

基礎的な「表現・処理」が 個別指導を充実させる。 を充実する。
２ 定着してきている。 ○サマースクールにおける学習

○多様な問題演習を取り入れるととも 内容及び指導方法等を工夫す
学 ○「見方・考え方」をさらに に、生徒一人一人の考え方を比較し る。

高めていくことが課題であ たり、共有したりすることなどを通
年 る。 して、「見方・考え方」の能力を高 ○発展的課題を精選し、数学的

めていく。 な見方や考え方のよさを十分
に伸ばす。

○生徒一人一人の問題解決の場面を多
く設定する工夫を行う。

○数と式での基礎的な「表現 ○コース毎に練習問題を精選し、特に ○定期テスト前の補充教室、サ
第 ・処理」の達成についての 基礎コースでは個別指導に時間をか マースクールの指導体制を工

指導が不十分であった。ま けるようにする。 夫し、基礎的・基本的な事項
３ た、「見方・考え方」の指 の定着を図る

導も不十分であった。 ○既習事項の確認を常に取り入れ、生
学 徒自身がそれを十分に生かした学習 ○選択教科の時間において、個

となるよう授業展開を工夫する。 別指導を中心とした補充学習
年 を充実する。

○教科部会等で授業における課題を十
分に吟味し、コース別授業を生かし
た指導につなげていく。


